
おめでとうございます

どうでしょうキャラバン2022 兵庫

 北海道テレビ制作の⼈気ローカル番組「⽔曜どうでしょう」のディレク
ター藤村忠寿さんとカメラマン嬉野雅道さんが全国各地を巡るイベント

「どうでしょうキャラバン」が、10⽉8⽇に社中央公園ステラパークで開かれ

 9⽉20⽇、⾜⽴織物株式会社から防災備蓄品として加東市に
保存⾷やおむつ、⽣理⽤品を寄贈いただきました。
 代表取締役の⾜⽴美由希さんは「少しでも当社で扱ってい
る備蓄品が役に⽴てればうれしく思います。」と話されまし
た。
 いただいた防災備蓄品は、万が⼀の災害が発⽣した際に、被災された⽅々のために活⽤させていただきます。

 9⽉30⽇、まちの拠点施設の完成を祝して、竣⼯記念式典を
開催しました。
 まちの拠点施設は、各⽅⾯⾏きの路線が乗り⼊れる「加東
バスターミナル」、無料で駐輪・駐⾞できる「パークアンドラ
イド駐⾞場」、バスの運⾏が⼀⽬で分かる電⼦看板やフリー
Wi-Fiを設置している交流の場「にぎわい交流施設『halK』」か
らなります。
 市内外への移動や憩いの場として、ぜひご利⽤ください！

 9⽉23⽇は「⼿話⾔語の国際デー」。
 全⽇本ろうあ連盟では、ランドマーク等を世界ろう連盟のロゴカラーである⻘⾊にライト
アップする「世界そして⽇本を⻘⾊に！いのちの輝き ⼿話⾔語に光を」チャレンジプロジェ
クトを実施しました。
 加東市でもこの趣旨に賛同し、市役所前のモニュメント「円と⽅」とメモリアルガーデンの
噴⽔を⻘⾊にライトアップしました。また、加東市では「⽇本酒による乾杯を推進する条例」
を制定していることから酒瓶39本を噴⽔を囲うように並べ、ライトアップで彩りました。

①「か」の指⽂字は、胸の前で、中指を
 少し前に倒したVサインをつくり、
 その中指に親指をつけることで表
 します。

②「東」を表す⼿話は、両⼿の⼈差し指と
 親指でつくったL字を胸の前から⽬
 の⾼さまで上げることで表します。

「⼿話⾔語の国際デー」
 ブルーライトで市役所前を彩りました

⾜⽴織物株式会社から
防災備蓄品を寄贈いただきました

「まちの拠点施設」竣⼯式

 今年93歳を迎えられた藤浦⼋重⼦さんに、兵庫県連合婦⼈会から⻑
寿のお祝いが贈られました。藤浦さんは、ご家族とともに元気にお過ご
しです。

※指⽂字とは、50⾳に対応した
 ⼿指の形です。

「か」の指⽂字から「東」の⼿話を続けて
⾏うことで、「加東」の表現になります。

河⾼コスモスまつり

 10⽉16⽇、滝野にぎわいプラザとその周辺のコスモス畑で、河⾼コ
スモスまつりが開かれました。来場された⽅々は、秋⾵に揺れる⾊鮮
やかなコスモスを楽しみながら散策されていました。

ました。
 トークショーやライブで盛り上がったほか、
特産品などの販売、キャラバンオリジナルAR
での記念撮影や、レンタサイクルコーナーな
ど、盛り沢⼭の内容で会場は笑顔と笑い声で包
まれました。
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